






まとめ 

(1)90 日以上入院管理を要した超未熟児、極小未熟児の予後は概ね良好であった。 

 (88 例中良好例は 66 例、79.5%) 

(2)重症仮死、重症奇形症候群、その他の稀な疾患による長期入院管理の患児の予後は芳し

くなかった。 

 (21 例中良好例は 5例、24%) 

(3)90 日以上の人工呼吸管理施行例は 23 名であった。アンケート調査施設の人工呼吸器保

有台数は 60 台であり、約 40%を占め ていた。 

別におこなった北海道の主要施設における入院情報伝達に関するアンケート結果から、入

院依頼を断わらざるを得なかった件数は、昭和 61年で 14 件であり、そのうち、11 件は長

期の人工呼吸管理をおこなっていない施設であった。憂慮された NICU bed 占有の問題は現

在のところ大きな system 上の問題として顕在化していないようであった。(表 3) 

今後、予後不良が予測される疾患について system 上の問題として顕在化する前に、倫理的

側面、後方 bed の受け入れ体制の精神的、経済的側面からの back up 体制の整備が必要と

思われた。 


